
一般財団法人　あしなが育英会

作成：2023年1月25日   更新：2023年4月4日

あしなが育英会とは…病気や災害、自死（自殺）などで親を亡くした子どもたちや、親が障がいで働けない家庭の子どもたちを支える民間非営利団体です。
国などからの補助金・助成金は受けず、すべて寄付金で運営しています。寄付の９割以上は個人の方からです。

レインボーハウス

親を亡くした子どもたちのための場所

RAINBOW HOUSE
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この冊子では、親を亡くした子どもをサポートする場である

５つの「レインボーハウス」を紹介します。

阪神・淡路大震災で親を亡くした子どものためにできた神戸レインボーハウス、

がんなどの病気や自死（自殺）で親を亡くす子どもが増えたことに対応して

できたあしながレインボーハウス（東京都日野市）、

「3.11」東日本大震災をきっかけにできた

東北３つ（仙台、石巻、陸前高田）のレインボーハウス。

阪神淡路大震災から 28 年が経ち、

1000 人以上の子どもたちと、その保護者がレインボーハウスに集い、

数え切れないほどの応援者に支えていただきました。（2023年3月時点）。

さまざまなきっかけでこの冊子を手に取ってくださった、

あなたやあなたの周りの人の一助となれば幸いです。

は じ め に

神戸レインボーハウス あしながレインボーハウス

レインボーハウスの歩み

兵庫 東京

1999

1995 阪神・淡路大震災 1998 日本で自殺者が3万人を超える
2006 自殺対策基本法成立

2006

1995 年の阪神・淡路大震災で父と妹を
亡くし、自らも 9 時間生き埋めだった少
年の描いた「黒い虹」に、自分なりの七
色の虹を架けていく手助けをとの想いか
ら、1999 年に神戸レインボーハウスを
建設しました。

全国の小中学生遺児へと対象を広げ、東
京日野市にあしながレインボーハウスを
建設しました。

年間の自殺者数が３万人を突破したことをう
けて、本会が本格的に自死遺児のサポートを
始めたころに出版された手記集。自死遺児の
経験や気持ちが書き連ねられている本書は、
日本の自殺対策を大きく推進させました。

サンマーク出版 (2002/10/1）

本会ではこれま
で親を亡くした
子どもたちの歩
みを作文集に残
してきました。

自殺って言えなかった。
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レインボーハウスでは遊びやおしゃべりを通して、

「自分の気持ちに丁寧にふれる」 ことを大事にしています。

そのために工夫された部屋があります。

子どもたちはこれらの場でさまざまな気持ちを分かち合います。

また、 ファシリテーターと呼ばれる大学生や社会人ボランティアの方々が

子どもたちと一緒に遊び、 子どもたちの話に耳を傾けます。

レインボーハウスで 「何をするか」 「どう過ごすか」 は

子どもたち自身が決められるように手助けします。

ありのままの自分で過ごせるように。

集うみんなで 「安心」 「安全」 を作り、 お互いを大事にします。

陸前高田レインボーハウス仙台レインボーハウス 石巻レインボーハウス

岩手宮城

2011 東日本大震災

2014

2011 年の東日本大震災後には、宮城県仙台市、石巻市、岩手県陸前高田市に建設しました。

東日本大震災から間もない時期に、レインボーハウスのプログラムに参
加した震災遺児が率直な想いを綴った作文のほか、10 ～ 25 歳に成長し
た彼らの書き下ろし作文やインタビューなども収録している作文集です。

高いエネルギーで気持ちを表すこ
とができる「火山の部屋」

静かな時間を過ごせる「おもいの部屋」

朝日新聞出版 (2021/2/19）

お空から、ちゃんと見ててね。―作文集・東日本大震災遺児たちの10年

レインボーハウスってどんなところ？
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　　「グリーフ」という言葉を聞いたことがありますか？
グリーフとは、大切な人やものを喪失したときに経験する自然な反応であり、

身体的、感情的、行動的、社会的などの
さまざまな側面で影響があるとされています。

　「お腹が痛い。眠れない。食欲がない」「悲しい。怒り。何もやる気が起きない」
「落ち着かない。乱暴になる。元気がない」

「なぜ大切な人は死んでしまったのだろう。死んだ人はどこへ行くのだろう」。
子どもたちは、心や体を通して、さまざまな形でグリーフを表現しています。

一見すると問題行動のように見えることもあるかもしれませんが、
これらはグリーフの自然な反応であり、病気ではありません。

　著しい変化がある子ども、何ごともなかったように振る舞う子ども、
同じグリーフはなく、一人ひとりのグリーフがあります。

死別を経験されたあなたへ

※食欲がない、眠れない、気
力がわかない状態が２週間
以上続く場合は専門機関へ
の相談をおすすめします。

情緒面

身体面

行動面

社会面
悲しみ・怒り・泣く・恐れ・不安
気分のむら・抑うつ・興奮
罪悪感・自尊心が低くなる
未来に希望が持てない

頭痛・腹痛・倦怠感
めまい・食欲不振・不眠

乱暴・落ち着かない
はしゃぐ・上の空になる

何事もなかったように振る舞う
活気がない

退行・親から離れない
攻撃な行動
ひきこもる

学習に集中できない
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子どもは成長につれて、死んだ人は生き返らないなど
「死」を実感的に理解していきます。

そのプロセスの中でさまざまな疑問や思いが
「なぜ？」「どうゆうことなのかな？」という問いかけになったり、

遊びのなかで表現されることがあります。

わたしたちはそれらを子どもと亡き人とのつながり直しやグリーフと受け取っています。
子どもがわかる言葉を選びながら真実を伝えることがとても大事です。

また、大人であれば自分の気持ちを言葉にして表現することができますが、
子どもは遊びやアートを通して自分の気持ちを表現することもあります。

その表現は子どもそれぞれであり、
ときに大人からすれば理解の難しい言葉や遊びがありますが、

亡き人とのつながりの確認や、死を理解するプロセスのひとつと言えます。

死の理解と表現

レインボーハウスの
館内には子どもたち
が自由に表現できる
空間や文具、おもちゃ
が用意されています
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集合

おわりのわ

解散

はじまりのわ

じゆうのじかん

おやつのじかん

じゆうのじかん

片付けの時間

おはなしのじかん

※下記スケジュールは一例です。どう過ごすかは自身で選べます

名前や住んでいるところ、それぞれの経験や気持ち、家族について話します。話したくないことはパスできます。

↑「おしゃべりの部屋」
でぬいぐるみを抱えて
ファシリテーターと話す
様子

どこで、どんなことをして過ごすかを自由に選択します。
遊んだり、おしゃべりしたり、休憩したりできます。
ファシリテーター（大学生や社会人のボランティア）が
一緒に過ごします。

感想の共有、次回のプログラム日の確認などをします。

13:00

16:00

16:30

13:15

15:30

14:30

13:30

15:50

15:00

グリーフサポートプログラムは何をする
〜ワンデイプログラム（日帰り）の1日の流れ〜

どんな事をした？
感想を話したら
「またね！」

子どもプログラム

親との死別、それぞれの経験や亡くなった人のこと、家族や学校のこと、将来のことなど、みんなといろんな気持ちをシェアします。
語るだけではなく、ワークシートやカード、クラフトを使用することもあります。話したくないとき、参加したくないときはパスできます。
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集合

おわりのわ

解散

はじまりのわ

おはなしのじかんやじゆうのじかん

片付けの時間

※下記スケジュールは一例です。どう過ごすかは自身で選べます

名前や住んでいるところ、それぞれの経験や気持ち、家族について話します。話したくないことはパスできます。

亡くなられた方のことや子育てのこと、ご自身のことなど保護者同士
でシェアします。話すだけでなくワークシートを使って自分の気持ち
に丁寧に触れていくこともあります。

自分の想いを引き出す
５本指ワーク。

手芸などのアクティビティを用意していますお茶を飲みながらおしゃべり

別室で読書や勉強

どこでどんなことをして過ごすかをご自身で選んでお過ごしいただけます。

ワークの片付けをしながら気持ちの整理をします。

グリーフサポートプログラムでは親との死別体験を語り合います。
また保護者の方たちの語り合いも大切にしています。レインボーハウスのプログラムでははじまり（自己紹介など）、
まんなか（おはなしのじかん、じゆうのじかん）、おわり（またね）にそって時間を過ごします。

13:00

16:00

16:30

13:15

13:30

15:50 外で散歩しても
気持ちいいです

保護者プログラム

普段の生活で話せない
悩みを話しても大丈夫！
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人や自分の
体をきずつけない

トーキングスティックを
持っている人が話す（他の人の話を聞く）

人や自分の
心をきずつけない

求められない限り
アドバイスしない

話したくないことは
パスできる

ファシリテーターと
一緒にいる

人のことをよそでは
話さない（ひみつだよ）

ストップと言われたら
「やめる・止まる」

子どもプログラム 保護者プログラム子ども・保護者共通

レインボーハウスでは、「だれとどんな話をするのか」「なにをして過ごすか」は、
子どもたちや保護者が自分自身で決めます。お互いを尊重し合い、安心できる環境で、
安全に過ごすためにルールがあります。

レインボーハウスのルール
自分も大事、相手も大事！
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子どもたちや保護者のサポートをはじめて 28 年間。全国から寄せられた参加者の声をいくつか紹介します。

参加者の声
「おなじような気持ちのひとがいた」たくさんの声が届いています

共感できる友だちと遊べてとても楽しいです。
違う県の子とも仲良くなりました。● 兵庫県・小５女子

保護者同士の交流をいつも
子ども以上に楽しみにしています。

同じ気持ちの人がいて良かった。学校で聞かれても答えられないけど
レインボーハウスでは思いっきり話せる気がします。●  神奈川県・ 小３男子

おはなしのじかんでは楽しくお話をして
悩みなども話せて良かった。● 東京都・中２女子

子どものこと、家のこと、仕事のことを一旦忘れ、
自分のことだけを考えられてリフレッシュしました。● 千葉県・保護者

参加した時、おわりのわで「気持
ちがしんどくなった時に空を見上
げてください。ここレインボーハ
ウスとみんな繋がっています」と
スタッフの方が話してくださった
ことが頭に残っていてたまに空を
見上げて深呼吸しています。

● 愛知県・保護者

今現在、それから今後のことを考
えても絶望的な気持ちでおりまし
たが経済的なご支援だけでなく、
このような形で私たちを気にかけ
てくださり、どんなに救われたこ
とかわかりません。気持ちを吐き
出す場もなかったので本当に感謝
の気持ちでいっぱいです。

● 宮城県・保護者

ファシリテーターや友だちの話を聞いて少し気持ちが軽くなった。● 東京都・小６男子

子どもたちに寄り添うボランティア
子どもたちが「話しやすいように」「やりたいことをやり
やすいように」そばにいて手助けする人です。大学生か
ら社会人までさまざまな体験をされてきた方々がいます。
レインボーハウスのプログラムに参加していた子どもた
ちの中からファシリテーターになった人もいます。

ファシリテーターとは？
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北海道

青森

岩手
秋田

山形

福島

茨城

栃木
群馬

埼玉

千葉
東京
神奈川

新潟

富山
石川

福井

山梨

長野

岐阜

静岡愛知

三重

滋賀京都

大阪
奈良

和歌山

鳥取

島根県
岡山

広島

山口
徳島

香川

愛媛 高知福岡
佐賀

長崎 熊本

大分

宮崎

鹿児島

沖縄

兵庫

宮城

レインボーハウス紹介
全国に広がる遺児支援の輪

2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災で親を亡くした 2083 人の遺
児をサポートするため、2014 年に建設しました。プログラムのない日に
は子どもをサポートする他団体の利用もあり、地域資源としても活用いた
だいています。2022 年度より、仙台レインボーハウスでは東日本大震災
津波以外の理由で親との死別を経験した子どもも対象としています。

1995 年 1 月 17 日に発生した阪神淡
路大震災で親を亡くした 573 人の遺児
をサポートするため、1999 年に建設
しました。本会のグリーフサポートの
原点であり、2003 年には病気や自死
などで親を亡くした子どもにも対象を
広げました。丸い外観が特徴の建物で、
主に関西圏の子どもとその保護者のた
めのプログラムを開催しています。

東日本大震災の津波遺児のサポートを中心に
活動する東北の３つのレインボーハウス

遺児のグリーフサポートの原点　「黒い虹」を
「自分なりの七色の虹」へとの想いからはじまりました

レインボーハウス以外にも子どものグリーフサポート団体が活動している地域

レインボーハウスやグリーフサポート団体が活動している地域

2023 年3 月 時点

仙台レインボーハウス    石巻レインボーハウス     陸前高田レインボーハウス

神戸レインボーハウス    

津波遺児（18才以上対象）の分かち合い「にじカフェ」も定期的に開催しています

東北

関西



11

全国各地から、さまざまな理由で親を亡くした子どもたちが集まり、安心して遊んだりお話しできる場所です。
現在は兵庫県・東京都・宮城県・岩手県、合計５つのレインボーハウスがあります。
たくさんの工夫された部屋があり、子どもたちが
それぞれのエネルギーに合わせた遊びを選び、過ごすことができます。

レインボーハウス館内について

火山の部屋 リビング

おしゃべりの部屋

習いごとの部屋

アートの部屋

思いきり身体を
動かして発散しよう

自分のペースも
大切にできる場所

安心して
過ごせるところ

おもいおもいに
遊んで大丈夫

ひとり心を休める
静かな場所

みんなで楽しく
クッキング！

自由に好きなものを
表現してみよう

遊びの部屋

おもいの部屋

壁がクッションで覆われた
真っ赤なこの部屋では普段た
めていた気持ちを表すことが
できます。

保護者プログラムを行いま
す。子どもと区切られた空間
が、保護者の休息や気持ちの
表現を手助けします。

館内は遊びやおはなしを通して子どもたちが自由に気持ちを表現できる空間があります。

東京都日野市の「あしながレインボー
ハウス」は 2007 年から活動を開始
しました。日野市七生丘陵の自然に
囲まれたレインボーハウスへ子ども
たちや保護者が集まり、定期的にプ
ログラムが開催されています。季節
の変化を感じながら穏やかな時間を
過ごすことで子どもたちの心を豊か
に育みます。

同じ体験を持つみんなで丸く
なり安全な場所で安心して心
の中を語りあえる部屋です。

たくさんのおもちゃやゲー
ム、楽器が用意された部屋。
大きな音を出しても、おも
ちゃを広げても大丈夫です。

亡くなった人に想いをよせら
れる部屋です。誰かと一緒に
過ごすこともできます。

家庭科室のようなこの部屋で
は大きな調理台やオーブン、
テーブル、調理器具が揃って
います。

絵を描いたり、ビーズ遊びを
したり、思い思いに気持ちを
表現します。作品はお家に
持って帰ってもオッケー。

日本全国から、あらゆる理由で
親を亡くした子どもたちが集います

※レインボーハウスによって部屋が異なります。

あしながレインボーハウス（東京）

多目的ホール

大きなスペースで
身体を動かそう

おやつを食べるときはここ
で。身体を大きく使う遊び
もオッケー。大きな画面で
上映会もします。

館内は感染症対策を実施しております。ご協力よろしくお願いします。

関東
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https://www.ashinaga.org/news/rainbow-house/一般財団法人　あしなが育英会

あしながレインボーハウス

〒 980・0022 宮城県仙台市青葉区五橋２・１・１５

〒 986・0815 宮城県石巻市中里 2・2・3

〒 029・2205 岩手県陸前高田市高田町字鳴石 112・7

〒 191・0033 東京都日野市百草 892・1

〒 658・0012 兵庫県神戸市東灘区本庄町 1・7・3

ホームページでお知らせや活動報告をしています

資料請求などお気軽にお問い合わせください

TEL：022-797-2418　
rainbow-t@ashinaga.org

TEL：042-594-2418　
E-mail：rainbow@ashinaga.org

TEL：078-453-2418　
E-mail：rainbow-k@ashinaga.org

https://www.ashinaga.org/news/rainbow-house/

仙台レインボーハウス

■石巻レインボーハウス

■陸前高田レインボーハウス

あしながレインボーハウス

神戸レインボーハウス

今、どんな手助けが必要ですか？ 
ご自身の経験や気持ちを誰かに話したい、同じような経験をした人の話を聞きたい、

 亡き人の想いを胸に静かに過ごしたい、
そう思ったならば、 ぜひレインボーハウスにお越しください。 
ひとりじゃないこと、人とちがってもいいことを感じながら、 

自分らしい過ごし方をしていただければと思います。
QRコードから各レインボーハウスへお問い合せください。

グリーフサポートプログラムの参加を考えている方へ

さまざまな理由で親を亡くした小中学生
（乳幼児や高校生以上の方はご相談ください）

神戸は関西圏、仙台は東北圏、
東京は全国を対象としております。

参加頻度は各ご家庭それぞれで構いません。

詳細はQRコードもしくは
各レインボーハウスへお問い合わせください。

東北圏

来館面談 オンライン面談

プログラム参加希望

メールお問い合わせ 電話お問い合わせ

資料請求の方には郵送

参加登録

プログラム参加

相談継続希望

電話面談

首都圏

関西圏

全国

日帰りプログラム

日帰りプログラム

日帰りプログラム

宿泊プログラム

参加対象者

プログラム参加までの手順

初回面談

プログラム参加は
まだ不安…




